
高機能自閉症スペクトラム障害者のトランジション・リエゾン支援
　　　　　　　　　　―メンタルヘルスを支え、教育から就労へ―
　発達障害者支援の中で、教育から就労への移行期は、新しい環境への適応や新たな課題への対処など、新しい生活ス
タイルを構築する変革の時期です。また、社会的対人関係の変化や青年期のアイデンティティ等、メンタルヘルスに関
する問題も複雑に関わってきます。しかし、この重要な時期の支援については、諸外国に比べ我が国において未だ十分
な方策がとられていないのが現状です。そこで、本シンポジウムでは、高等学校から大学へ、高等学校から就労へ、大
学から就労へ、という３つの移行期に焦点を当てて、それぞれの支援を高校・大学・就労における発達障害者への「ト
ランジション・リエゾン（移行・連携）支援」と位置づけ、その内容とあり方について、教育・医療・行政・企業それ
ぞれの立場からの包括的な話題提供と討論を行います。多くの方々のご参加をお待ちしています。

2011年2月13日（日）
13:00～ 17:00（12:30 受付開始）

開会挨拶　西村優紀美（富山大学 保健管理センター 准教授）

「発達障害のある人の就労支援に係る課題
　　　　～教育から企業就労への移行について～」
市川浩樹（高齢・障害者雇用支援機構 障害者職業総合センター）

「発達障害の強みを活かす職種と弱みを薄める
   構造化された職場の設定 ～世界と日本の実例から～」
鈴木慶太（株式会社 Kaien）

E-mail : tcsi@ctg.u-toyama.ac.jp
〒 930-8555　富山市五福 3190　TEL : 076-445-6914

市川浩樹氏　独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 障害者職業総合センター 
　　　　　　職業リハビリテーション部 研修課 課長補佐
1987 年、北星学園大学文学部社会福祉学科卒業。雇用促進事業団に障害者職業カウンセラーとして採用される。
1988 年、雇用促進事業団から地域障害者職業センター等の運営業務が日本障害者雇用促進協会（現：独立行政法人高齢・
障害者雇用支援機構）に移管される。青森、千葉、北海道、東京（多摩支所）、兵庫の地域障害者職業センター、国立
職業リハビリテーションセンター（埼玉県所沢市）、障害者職業総合センター職業センターに勤務。
2006 年 4月～ 2008 年 3月、厚生労働省職業安定局高齢・障害者雇用対策部障害者雇用対策課障害者雇用専門官。
2008 年 4月～現職。障害のある人の就労支援に携わる人のための研修の企画・運営に携わる。

鈴木慶太氏　株式会社 Kaien　代表取締役
東京大学卒業後、NHKでニュース番組制作等を担当。退職後に米国ノースウエスタン大学ケロッグ経営大学院に留学。
経営学修士。渡米の直前に長男が自閉症の診断を受けたことから、在学中は自閉症者の就労を研究。帰国後の 2009 年
に Kaien を創業。知的遅れのない自閉症スペクトラムの成人を対象に、東京で職業訓練と職業紹介の事業を行う。これ
まで 10人以上の訓練修了生を上場企業に就職させている。

・平成 22年度北陸地区国立大学学術研究連携支援
  

・平成22年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業

プログラム
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共催

〒 930-8555　富山市五福 3190

お問い合わせ・お申し込み
富山大学 学生支援センター

公開シンポジウム

「子どもの「うつ」に対する気づきと支援方法の開発研究
～児童・青年期におけるメンタルヘルスの行動計測による定量的ス
クリーニングとサポート方法の開発～」

対象
高等学校・大学教職員、学生、一般

富山大学 五福キャンパス
黒田講堂 会議室

参加費 無料

パネルディスカッション
「高等学校における発達障害生徒の現況について」
　中井昭夫（福井大学 医学部 病態制御医学講座 小児科学）
「行動計測によるメンタルヘルスの定量的スクリーニング方法の検討」
　川口英夫（東洋大学 生命科学部 教授）
「自閉症スペクトラム成人のサロン活動から見えるもの」
　清水聡（福井県立大学 学術教養センター 教授）
「学校から就労への移行支援 特別支援学校の事例から」
　山本仁（金沢大学 学校教育学類附属特別支援学校 主幹教諭）
「富山大学における社会参入支援」
　西村優紀美（富山大学 保健管理センター 准教授）
「英国における高機能自閉症スペクトラム障害者への移行・連携支援」
　吉永崇史（富山大学 学生支援センター 特命准教授）

総合討論
閉会挨拶　中井昭夫（福井大学 医学部 病態制御医学講座 小児科学）

発達障害者に対するトランジション・リエゾン支援研究グループ
（福井大学・金沢大学・富山大学）

資料準備のため、参加希望の方は氏名・所属を明記の上、下記メールアドレ
スまでご連絡ください。当日受付も行います。ただし定員 100 名に達しまし
たら締め切らせていただきます。
また、託児所はございませんので予めご了承ください。駐車場には限りがあ
りますので、公共交通機関のご利用などご協力をお願いいたします。


